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不透過型えん堤では、満杯になった後も繰り返し機能を発揮します

透過型えん堤では、貯まった土砂や流木を除去します

透過型えん堤

効果事例

平常時は水が流下し、生物は上下流を移動できます。大出水時には一気に出る土砂を
受け止めます。

透過型えん堤はこんなところで採用します
● 生態系への配慮･･･貴重な生物が存在し渓流の
 連続性を保つ必要がある

● 人家との離隔･･･人家への安全性を考慮し、えん堤
 と人家の距離が離れている（概ね200m以上）

● 近接道路の有無･･･貯まった土砂を除去するため
 の管理用道路が近くにある

平成16年や21年の台風による出水では、設置したえん堤で土砂や流木が捕捉され、災害
の防止に寄与していることが確認されています。
■ 不透過型えん堤効果事例 ■ 透過型えん堤効果事例

（H21年台風第９号　宍粟市波賀町谷）

土砂が満杯になった後も大出水時には一時的に土砂を貯めることができます。（③→④）
その後自然に土砂が流下することで繰返し機能を発揮します。（⑤→③）

不透過型えん堤

次の出水に備え土砂等を除去約5,500m3 の土砂等を捕捉

えん堤は上流から流れてくる土砂や流木を捕捉し、
下流の人家や公共施設等を土石流災害から守ります。
砂防えん堤には不透過型えん堤と、透過型えん堤が
あります。

えん堤は上流から流れてくる土砂や流木を捕捉し、
下流の人家や公共施設等を土石流災害から守ります。
砂防えん堤には不透過型えん堤と、透過型えん堤が
あります。

砂防えん堤のはたらき砂防えん堤のはたらき

土砂が堆積してからもこんな効果があります
（H16年台風第23号　朝来市山東町与布土）

（H16年台風第23号　豊岡市出石町奥山）

H23年 6月完成

③の状態に戻り大出水時に捕捉する土砂のポケットが再び確保
され、繰返し機能を発揮する。

⑤ 大出水時に一時的に貯留された土砂は、
その後徐々に下流に流される。

H23年9月8日

（H21年台風第9号　佐用郡佐用町下石井）

安定勾配

④ 大出水時には元々の河川勾配に近い
急勾配で一時的に土砂を貯留する。

洪水
勾配

① 砂防えん堤が完成する。 ③ 砂防えん堤が土砂で満杯
（安定勾配）になる。中小の
洪水時の土砂は下流へ流れる。

② 砂防えん堤に土砂が貯まりは
じめる。

河道の浸食防止 山腹崩壊の防止

土砂が貯まり、勾配が
緩くなることで水の流
れが遅くなり、川底が
削られるのを防ぎます。

緩やかになった川底 川底が上がることで、
山腹崩壊を防止

もとの川底

土砂が貯まり、川底
が上がることにより、
両岸の山裾をおさえ
山腹の崩壊を防ぎ
ます。

■ 平成23年台風第12号　神子畑川（朝来市）の事例
み こ は た


